
















　呼吸障害のある新生児に酸素治療は不可欠の手段であるが,過剰の酸素投与

は網膜(未熟網膜症)や肺の障害を招き,逆に制限しすぎれば障害の頻度が増加

することは周知の事実である。したがって,未熟児に対する適正な酸素治療を

行うにはまずこれらの事実をふまえた上で,その投与量を調節しなけれぱなら

ない。


